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まちのボランティアレポート
　今号より新連載「まちのボランティアレポート」をスタートします。
　町内で行われているボランティア活動に議員が実際に参加し、現場の声や活動の魅力などをお
伝えします。
　新宮町では、町民の暮らしを支えるさまざまなボランティア活動が広がっています。
　“誰かのためにできること”が、まちの安心とつながりをつくっています。
　第1回目の今号では、その中でも町や社会福祉協議会が主導して取り組む三つの活動を特集し
ます。
　次号以降、町内で活動するボランティア団体を体験し紹介していきます。

議員が体験!!

お問い合わせ先
新宮町ファミリー・サポート・センター（福祉センター 3階）　☎092-692-9622

　1年生の登校に付き添い、手
をつないで話をしながら学校ま
で送りました。
　こちらも元気をもらい、あた
たかい気持ちになりました。
　まかせて会員は、おねがい会
員の役に立ちながら自分も元気
をもらえる活動だと感じまし
た。楽しかったです。

議員が体験しました

　初回の顔合わせは少し緊張し
ましたが、打合せも支援もとて
もスムーズで、子どももすぐに
慣れ、安心してお願いできてい
ます。
　登校や放課後の預かりなどを
助けていただき、地域のあたた
かさに支えられていると日々感
じています。

おねがい会員の声

　ファミリー・サポート・セン
ターの会員になり、子育て支援
に関わることができ、やりがい
を感じています。
　お子さんの笑顔と成長に喜び
と責任を感じています。
　これからも安心して利用して
いただけるように努めたいと思
います。

まかせて会員の声

　地域において子育ての援助を行いたい人（まかせて会員）と
子育ての援助を受けたい人（おねがい会員）が会員となり、セ
ンターが仲介して子育てなどについて支え合う会員組織です。
　活動内容は、「保育施設などへの送迎」「子どもの預かり」
などです。

ファミリー・サポート・センター

新連載
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運転ボランティア

認知症キャラバン・メイト

　車いすのまま乗車できるリフトカーを運転して通院や買い
物時の送迎を行い、車いすを利用している人の社会参加を応
援するボランティアです。
　活動は平均月1～ 2回で、すきま時間に活動することがで
きます。

お問い合わせ先
新宮町健康福祉課高齢者福祉担当（福祉センター 2階）　☎092-710-8286

お問い合わせ先
新宮町社会福祉協議会（福祉センター 1階）　☎092-963-0921

　学校の福祉学習でロールプレ
イを行い、認知症のお年寄り役
になり切り演技をしました。生
徒のみなさんの、はじめはびっ
くりしながらも、一生懸命に助
けようと声をかける姿に感動し
ました。
　理解が広がることで、当事者
も家族も安心して暮らせる新宮
町になればいいなと思います。

議員が体験しました

　友が認知症らしいと聞き、キ
ャラバン・メイトになり、今ま
で言葉でしか分かってなかった
認知症について当事者や家族の
思いを少し知る事ができました。
　「地域サロン」「福祉学習」「職
場研修会」などで仲間と啓発活
動中。住み慣れたこの町でこれ
からも住み続けられますよう
に！

キャラバン・メイトの声

　認知症について学び、認知症
は誰でも関わる可能性のある身
近な問題だと分かりました。
　また、劇を通して、認知症の
人が不安な気持ちを抱えている
ことを知りました。認知症の人
や家族が安心して生活できるよ
うに、相手の気持ちを考えて優
しく寄り添い、あたたかく見守
ることが大切だと感じました。

中学生の声（福祉学習受講）

　認知症になっても安心して暮らせるまちづくりをめざし、
行政区の地域サロンや学校での福祉学習で「認知症サポーター
養成講座」を企画・開催しています。

　車いす利用者の外出を支える
リフトカー運転ボランティアを
体験しました。
　安全・安心な送迎を心掛ける
中、スロープでの手助けに感謝
の言葉をいただき、利用者に寄
り添い、役に立てる喜びと支援
の大切さを実感しました。

議員が体験しました

　平日に月2回、子どもの歯科
受診などに利用しています。
　乗り心地は良く、運転手さん
が優しく子どもに声掛けしてく
れ、楽しく通えて助かります。
　施設での訓練の日は、行きの
み利用しています。帰りのタク
シーでは車いすからの乗り換え
が大変で、リフトカーは本当に
ありがたいと思います。

利用者家族の声

　リフトカー運転ボランティア
を8年ほど続けています。
　退職後、地域貢献を通して地
域をもっと知りたいと思ったの
がきっかけです。
　利用者との会話は学びも多く
勉強になります。
　今後も自身の体調管理に努
め、安全運転第一で活動を続け
ていきます。

運転ボランティアの声
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　　 事前に防災情報を収集し、前日から職員および管理事業者の待機や、資機材の準備に
努める。また、新宮中央浄化センターに昨年から仮設しているポンプを本設に移行す
る。昨年被災の原因となった流入ゲートは復旧が終わっており、状況に応じて操作す
る。

Ａ

　　 昨年の浸水被害を受けて、今後の具体的な対応策は。　Ｑ

　豪雨災害に備えて、新宮中央浄化センター、新宮中央駅（関連記事7ページ）の浸水対策
が進められています。また、町内3箇所に浸水検知センサーが設置されます。

＊ 【オルレ】韓国・済州島から始まったトレッキングコース。もともとは済州の言葉で「通りから家
に通じる狭い路地」という意味。本町には「新宮・立花コース」「新宮・相島コース」がある。
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５
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催
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。
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受
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入
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。
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と
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。

Ａ

新宮東小学校に学童第3クラブが開設されます
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８
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２
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。
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現
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。
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。
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委

員

会

報

告

　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎横大路政之 ○安武久美子・江口正明・温水眞・上畝地白馬 ◎委員長 ○副委員長

文教文教
生活生活
文教
生活

令和8年6月10日の委員
会で、各課の報告を受
けました。

しんぐうペイ
2000万円増額!!

　令和8年度しんぐうペイ（プレミアム付電子商品券）は、国の物価高
騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、より多くの人にいきわ
たるように2000万円増額するとの報告を受けました。

〇令和8年度販売額（電子マネーのみ）
 1億2000万円（発行総額1億4400万円、プレミアム率20％）
〇購入限度額  4万円　（購入単位1万円）
〇申込資格  町内在住者のみ（2次まで）
〇申込期間　  令和8年9月4日～ 9月16日
   ＊販売状況により2次、3次販売実施
〇利用期間　  令和8年10月1日～令和9年1月31日

大好評のしんぐうペイ

クーリングシェルターって何？
熱中症による健康被害
を防止するため、国が
定めた「指定暑熱避難施
設」のことをいう。

クーリングシェルターに指定の公共施設

　今年度から、町が管理する公共施設を、クー
リングシェルターとして指定するとの報告を受
けました。

【指定施設および開設日時】
・新宮町役場
・そぴあしんぐう
・シーオーレ新宮
・福祉センター
　　月～金　8時30分～ 17時
・ふれあい交流館
　　火～金　9時～ 17時
※祝日、12月28日～ 1月4日を除く
※工事などで使用できない場合があります

　　 民間の施設に募集をかけるということである
が、候補はあるのか。

　Ｑ

　　 手をあげてもいいという施設はあると聞いて
いる。

Ａ

クーリングシェルターに指定
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委

員

会

報

告

　　◇総務課 ◇政策経営課 ◇地域協働課 ◇税務課 ◇住民課 ◇会計課 ◇都市整備課 ◇上下水道課 ◇議会事務局 
　　◇他の常任委員会に属さない事務 ◎庵原伸一 ○西健太郎・片岡誠治・大牟田直人・北崎和博・牧野真紀子 ◎委員長 ○副委員長

総務総務
建設建設
総務
建設

令和8年6月11日の委員
会で、各課の報告を受
け、付託案件1件を審
査しました。

　昨年の豪雨災害で被災した、エレベーター・エスカレーターの浸水対
策として進められている止水板設置工事について、進捗状況の説明を受
けました。

　定例会初日に委員会に付託された、町道路線認定を審査するにあたり、相島にて現地確認
を行いました。福岡県の急傾斜地崩壊対策事業の施行に伴い、工事施工に要した道路を、町
道として認定するものです。

新宮中央駅東口
止水板設置工事に遅れ

町道路線認定に向け現地確認（相島）

浸水への備えを

現地を確認しました

【工期延長の理由】
　今般の中東情勢の影響により、主要材料の確保が
困難となり、止水板の製作に遅れが生じたためです。

【工事完了の見通し】
　当初は令和8年7月末の予定でしたが、現状では
10月末になる見込みです。今後の状況によっては、
さらに遅延する可能性もあります。

【工事完了までの対策】
　土のうと木製パネルを、エレベーターとエスカ
レーターの付近に設置できるよう準備しています。

　　 現地を確認したが危険な部分もあった。側溝
の蓋などの工事は町が実施するのか。

　Ｑ

　　 町でやるか県でやるか、県との協議を進めた
い。

Ａ

　　 隣接する県の管理用道路への進入禁止の掲示
など県と協議をしてほしい。また、雨が降っ
た時に住居に影響がでないようにすべきだと
思うが。

　Ｑ

　　 客観的に見て危険と思われる箇所があるの
で、県と協議をしていきたい。住居に影響が
ない形で事業を進めていくよう県には要望し
ていきたい。

Ａ

　　 大雨が降った時に現地を一度確認し、県に報
告を行い、協議をしていきたい。

Ａ

　　 表面の砕
さい

石
せき

を除去すると雨が浸透しなくなる
と思うが。

　Ｑ
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　一般質問とは、定例会において議員が町の行財
政全般について、町と政策論争をするものです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分の持ち
時間内で質問します。
　第2回定例会の一般質問は、令和8年6月8日（月）
に2人が行いました。
　会議録は、議会事務局および町立図書館で閲覧で
きます。また、質問の様子は録画配信しています。
※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。

録画配信はこちら

1　大牟田直人　　議員 ………………  9
　•障がい当事者の意見を反映する制度の導入は

2　安武久美子　　議員 ……………… 10
　•低出生体重児保護者へ公的助成制度の新設を
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町長

大
お お

牟
む

田
た

直
な お

人
と
 議員

動画はこちら

役場駐車場に車いすやベビーカーなど
誰もが通りやすい動線を

　
　
　
必
要
に
応
じ
て
、
例

え
ば
身
体
障
が
い
者
福
祉
協

会
の
総
会
の
折
に
、
意
見
を

聞
く
こ
と
な
ど
検
討
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
施
設
を
整

備
す
る
際
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
全
て
の
人
が
利

用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
な
ど
は
実
施
し
て
お
り
、

意
見
は
取
り
入
れ
た
も
の
で

あ
る
。
町
民
の
声
を
無
視
し

て
公
共
施
設
を
建
て
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
細
か
な
声

を
ど
う
い
っ
た
形
で
取
り
入

れ
て
い
く
か
は
検
討
し
て
、

み
な
さ
ん
が
使
い
や
す
く
、

心
地
よ
い
施
設
を
め
ざ
し

て
、
い
ろ
ん
な
意
見
を
こ
れ

か
ら
も
聞
い
て
い
き
た
い
。

町
長

障がい当事者の意見を
反映する制度の導入は
細かな声をどんな形で

取り入れるかは検討

当
事
者
参
画
で

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
新
宮
町
を

　
　
令
和
７
年
５
月
に
国
土

交
通
省
か
ら
出
さ
れ
た
『
建

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
事
者

参
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』で
は
、

「
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
誰
も
が
安
心
し
て
快
適

に
利
用
で
き
る
建
築
物
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。法
律
に
と
ど
ま
ら
ず
、

当
事
者
が
参
画
し
て
、
確
認

し
な
が
ら
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
」
と
の
旨

が
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
、
当
事
者
の
意
見
を

反
映
す
る
仕
組
み
を
制
度
と

し
て
今
後
の
公
共
施
設
整
備

に
お
い
て
導
入
す
る
考
え

は
。

問

　
　
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
多

目
的
ト
イ
レ
に
お
い
て
、
車

い
す
利
用
者
か
ら
「
内
側
の

鍵
に
手
が
届
か
ず
、
自
分
で

施
錠
で
き
な
い
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
課
題
は

町
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
あ
り
方
を
見
直
す
契
機

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
全
国
で
は
、
障
が
い
当
事

者
が
参
画
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
意
見
交
換
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
仕
組
み
を

導
入
し
、
施
設
整
備
や
改
善

に
生
か
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
る
。

問

　
今
後
の
公
共
施
設
整
備
に

お
い
て
、
障
が
い
当
事
者
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
仕
組
み

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　

小
中
学
生
の
福
祉
学

習
に
、
当
事
者
に
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
来
て

も
ら
い
、子
ど
も
と
一
緒
に
、

既
存
施
設
を
回
り
、
点
検
す

る
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
で

き
な
い
か
。

問
　
　
　
　

学
校
の
実
態
と
し

て
可
能
で
あ
れ
ば
、
取
り
入

れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。

教
育
長

ふれあい交流館多目的トイレ
低い位置に鍵が設置されました

一
般
質
問
　
町
政
を
問
う



一
般
質
問
　
町
政
を
問
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安
や す

武
た け

久
く

美
み

子
こ

議員

低出生体重児保護者へ
公的助成制度の新設を

ニーズや他自治体の
状況を見て検討町長

経
済
的
負
担
の
軽
減
は
、
お
母
さ
ん
の

孤
立
感
を
や
わ
ら
げ
大
き
な
安
心
に

　
　

小
さ
く
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
（
低＊
出
生
体
重
児
）

が
Ｎ＊
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
院
し
て
い

る
間
、
お
母
さ
ん
は
３
時
間

お
き
に
１
日
約
８
回
の
搾
乳

を
行
い
、
冷
凍
母
乳
パ
ッ
ク

に
詰
め
赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を

届
け
て
い
る
。
手
動
や
電
動

の
搾
乳
機
購
入
や
レ
ン
タ
ル

費
用
、
母
乳
パ
ッ
ク
代
金
な

ど
数
か
月
に
わ
た
る
こ
れ
ら

の
負
担
に
は
十
分
な
支
援
が

届
い
て
い
な
い
。

　

本
町
の
直
近
年
間
出
生

数
、
低
出
生
体
重
児
数
、
お

よ
び
養
育
医
療
対
象
児
数

は
。

　
ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い

る
支
援
施
策
の
内
容
は
。

問

　
　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な
ど
に
入
院

中
の
乳
児
を
持
つ
保
護
者
を

対
象
に
、
搾
乳
機
費
用
、
お

よ
び
冷
凍
母
乳
パ
ッ
ク
費
用

へ
の
公
的
助
成
制
度
を
新
設

す
べ
き
と
考
え
る
が
意
見
を

伺
う
。

問
　
　
　
令
和
７
年
度
の
年
間

出
生
数
は
２
７
０
人
、
低
出

生
体
重
児
数
は
22
人
、
養
育

医
療
対
象
者
は
７
人
で
あ

る
。

　

町
の
支
援
策
は
、「
地
区

担
当
保
健
師
を
中
心
に
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
」「
産
前
産

後
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」「
乳

幼
児
健
診
」「
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
体
制
づ
く
り
」「
訪

問
介
護
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
未
熟
児
養
育
医
療

制
度
の
医
療
費
助
成
を
行
っ

て
い
る
。

町
長

　
　
　
出
産
後
の
母
親
に
対

す
る
身
体
的
・
精
神
的
サ

ポ
ー
ト
が
重
要
と
考
え
、
母

子
を
支
え
て
い
く
た
め
の
支

援
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
搾
乳
費
用
な
ど
の
公
的
助

成
制
度
の
新
設
は
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
や
他
自
治
体
の
取
り

組
み
状
況
を
見
な
が
ら
、
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

町
長

動画はこちら＊ 【低出生体重児】出生時の体重が2500ｇ未満で生まれた新生児。体重
により1500ｇ未満を極低出生体重児、1000ｇ未満を超低出生体重児
と分類される。

公共施設の授乳室にて搾乳できます

新宮町子育てガイドブック

　
　
当
然
、
精
神
的
サ
ポ
ー

ト
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
が
経

済
的
支
援
を
や
ら
な
い
理
由

に
は
な
ら
な
い
。
心
身
と
も

に
極
限
状
態
に
あ
る
お
母
さ

ん
は
声
を
上
げ
る
余
裕
は
な

い
。
サ
イ
レ
ン
ト
ニ
ー
ズ
と

と
ら
え
て
、
経
済
的
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
精
神

的
な
ケ
ア
に
な
る
と
思
う
。

問

　
ま
た
外
出
時
の
搾
乳
場
所

と
し
て
、
公
共
施
設
の
授
乳

室
に
、
搾
乳
で
き
ま
す
マ
ー

ク
の
表
示
や
周
知
啓
発
の
考

え
は
。

　
清
潔
を
保
つ
水
道
設
備
や

電
動
搾
乳
機
の
た
め
の
コ
ン

セ
ン
ト
、
母
乳
パ
ッ
ク
詰
め

の
作
業
机
、
い
す
な
ど
環
境

整
備
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
設

備
は
衛
生
的
な
面
で
、
つ
い

て
い
る
所
、
つ
い
て
い
な
い

所
が
あ
る
。

　
消
毒
な
ど
す
ぐ
設
定
で
き

る
も
の
は
設
置
の
方
向
で
検

討
す
る
。

子
育
て
支
援
課
長

＊ 【
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
】 

　

 
新
生
児
集
中
治
療
室
。
早
産
や

低
出
生
体
重
児
、
疾
患
を
持
っ

て
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
24
時

間
体
制
で
集
中
的
に
治
療
・
管

理
す
る
病
棟
。

町
長

　
　
　

今
回
の
提
案
を
受

け
、
搾
乳
で
き
ま
す
と
い
う

マ
ー
ク
の
掲
示
を
早
速
実
施

し
た
。
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審

議

結

果

令和8年第2回（6月）定例会における審議結果

種
別 件　　　名

採　
決

専
決

新宮町税条例の一部を改正する条例の制定 承認

令和7年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 承認

令和7年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 承認

令和7年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 承認

令和7年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 承認

令和7年度新宮町一般会計補正予算 承認

条
例

新宮町立学童保育所設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定 可決

新宮町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定 可決

新宮町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定 可決

補
正
予
算

令和8年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 可決

令和8年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

令和8年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 可決

令和8年度新宮町水道事業会計補正予算 可決

令和8年度新宮町公共下水道事業会計補正予算 可決

令和8年度新宮町一般会計補正予算 可決

契
約

工事請負契約の締結（新宮小学校昇降機設置工事） 可決

工事請負契約の締結（新宮東小学校校舎屋上防水及び外壁改修工事） 可決

工事請負契約の締結（新宮東小学校体育館空調機設置等工事） 可決

工事請負契約の締結（新宮町庁舎大規模改修工事（第2期）） 可決

工事請負契約の締結（シーオーレ新宮大規模改修工事） 可決

工事請負契約の締結（新宮町立新宮中学校グラウンド夜間照明設備LED化改修工事） 可決

財
産
財産の取得（新宮町立学校校務用パソコン購入） 可決

財産の取得（学校給食用厨房機器購入） 可決
道
路 町道路線の認定（相島循環支線） 可決

4ページ参照

5ページ参照

7ページ参照

5ページ参照
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編
集
後
記

・ 

福
祉
学
習
を
見
学
。
小
学
生
の
気
づ
く
力
、
や
さ
し
い
気
持
ち
を

感
じ
る
、
町
の
し
あ
わ
せ
に
つ
な
が
る
学
習
で
し
た
。 （
大
牟
田
）

・ 

健
康
な
歯
は
毎
日
の
積
み
重
ね
か
ら
。
歯
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
を

使
い
、
今
あ
る
自
分
の
歯
を
末
永
く
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

 

（
片
岡
）

・ 

立
花
山
の
朝
ぼ
ら
け
♫
玄
界
灘
の
夕
映
え
に
♪
移
り
行
く
季
節
を

感
じ
故
郷
想
う
。
嗚
呼
、
新
宮
に
暮
ら
す
楽
し
さ
如
何
!!（
江
口
）

・ 

あ
れ
こ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
挑
戦
。
初
め
て
の
経
験
に
学
び

を
重
ね
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。 

（
安
武
）

・ 

町
消
防
操
法
大
会
で
相
島
Ｂ
．Ｆ
．Ｃ
．の
操
法
展
示
を
見
学
し
ま

し
た
。
規
律
あ
る
中
学
生
の
操
法
に
私
も
背
筋
が
伸
び
ま
し
た
。

 

（
西
）

・ 

７
月
に
誕
生
日
を
迎
え
、
ま
た
一
年
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
、
成

長
で
き
る
事
を
探
し
て
、
自
分
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
上
畝
地
）

多た

度ど

津つ

町
議
会 

　
令
和
８
年
４
月
23
日
、
香
川
県
多
度
津

町
議
会
予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
人

口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
、
Ｊ
Ｒ
新
宮
中
央

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
説
明
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

注
目
を
集
め
る
新
宮
町

今号の表紙
　今号の特集「まちのボラ
ンティアレポート」に合わ
せ、本町を支えるさまざま
なボランティアのみなさん
の活動の様子を、新宮海岸
を背景に表紙で紹介しまし
た。 議会議会だだよよりり

第114号6月
定例会

令和８年（2026）７月25日発行
発 行 ／ 福 岡 県 新 宮 町 議 会 2人が一般質問 P8～10

　豪雨災害への備えが進められています
定例会 P4～5

　まちのボランティアレポート
P2～3特集

町を支える町を支える
さまざまなボランティアさまざまなボランティア

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　各種団体、小グループなど、気
軽な感じでの意見交換の場にした
いと思っています。

　希望される方は議会事務局までお問い合わせください。 ☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで気軽な感じで議会との座談会のご案内

議員と
意見交換しませんか？議員と
意見交換しませんか？

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

議会中継・録画配信議会中継・録画配信
しています！しています！令和8年9⺼1日（火）

午前9時30分開催予定

一般質問
9月2日（水）、3日（木）
午前9時30分開催予定

お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は8月26日（水）、役場・そぴあしんぐう・
シーオーレ新宮などに掲示し、ホームページで
も見ることができます。

※�傍聴されるときは、受付が必要です。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

9月議会9月議会ののお知らせお知らせ9月議会のお知らせ



13 令和８年７月発行 令和８年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１４号 しんぐう町議会だより 第１１４号

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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しんぐう町議会だより

新宮東中学校・新宮中学校の体育会を訪問し、相島分校とオンラインでインタビューを行いました。

令和８年７月発行 令和８年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１４号 しんぐう町議会だより 第１１４号

町宮 立新

中 学 校 訪問

体育会・春フェスタ

【
新
宮
東
中
学
校
】

共
鳴
〜
つ
か
み
取
ろ
う
！

み
ん
な
の
勝
利
〜

　

新
宮
東
中
学
校
体
育
会
が
５

月
16
日
、
晴
天
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
共
鳴

〜
つ
か
み
取
ろ
う
！
み
ん
な
の

勝
利
〜
」の
も
と
、
１
〜
３
年

生
が
赤
・
緑
・
青
・
黄
の
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
互
い
に
励

ま
し
合
い
な
が
ら
競
技
に
臨
み

ま
し
た
。
入
学
間
も
な
い
１
年

生
も
上
級
生
の
あ
た
た
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
、
の
び
の
び
と

演
技
を
披
露
。
司
会
や
進
行
も

生
徒
自
身
が
担
い
、
体
育
会
全

体
が
生
徒
主
体
で
円
滑
に
運
営

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
部
活
動
対

抗
リ
レ
ー
で
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

姿
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
会

場
を
沸
か
せ
、
防
災
拠
点
校
な

ら
で
は
の
防
災
リ
レ
ー
で
は
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
土
の
う
搬

送
、
低
姿
勢
で
の
避
難
を
想
定

し
た
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
走
な
ど
、

楽
し
さ
と
実
用
性
を
兼
ね
備
え

た
競
技
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
新
宮
音
頭
で
は
、
生
徒
と

保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が

一
緒
に
踊
り
、
学
校
と
地
域
が

共
に
歩
む
一
体
感
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

体
育
委
員
長
の「
笑
顔
で
終

わ
る
と
い
う
真
の
勝
利
」「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
よ
う
に
」

と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
最
高

の
瞬
間
を
共
有
し
た
あ
た
た
か

な
体
育
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
新
宮
中
学
校
】

楽
勝
〜
み
ん
な
で
描
く
青

春
の
１
ペ
ー
ジ
〜

　

５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
新

宮
中
学
校
の
体
育
会
で
は
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
競
技
だ
け
で

な
く
応
援
や
運
営
に
も
主
体
的

に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
生
徒
数
１
０
０
０
人
規
模

の
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、
学
年

の
垣
根
を
越
え
た
４
ブ
ロ
ッ
ク

編
成
は
円
滑
に
機
能
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
を
は
じ
め
と
す
る

リ
ー
ダ
ー
の
努
力
と
、
教
育
的

な
指
導
・
配
慮
の
積
み
重
ね
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
仲
間
と
息
を
合
わ

せ
て
挑
む
姿
に
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
ブ
ロ
ッ
ク
旗
、
学
級

旗
に
は
生
徒
た
ち
の
思
い
が
力

強
く
表
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
救
護
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や

生
徒
主
体
の
暑
さ
対
策
な
ど
、

安
心
し
て
参
加
で
き
る
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

最
後
の
新
宮
音
頭
で
は
、
故
郷

新
宮
を
愛
す
る
あ
た
た
か
い
気

持
ち
が
会
場
を
包
み
、
議
会
と

し
て
も
今
後
さ
ら
に
普
及
を
後

押
し
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

仲
間
と
協
力
し
挑
戦
し
た
こ

の
一
日
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
青
春
の
１

ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

【
相
島
分
校
】

島
の
魅
力
を
発
信
・
発
見

　

春
フ
ェ
ス
タ
で
島
ガ
イ
ド
を

務
め
た
中
学
生
の
み
な
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
相
島
の
歴
史

や
文
化
、
島
な
ら
で
は
の
魅
力

を
島
外
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
中
学

生
が
案
内
す
る
こ
と
で
、
参
加

者
に
親
し
み
や
す
く
伝
え
ら
れ

る
こ
と
も
、
こ
の
活
動
の
大
き

な
特
徴
で
す
。

　

参
加
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
て
案
内
を
工
夫
し
、
交
流
を

深
め
な
が
ら
ガ
イ
ド
を
行
っ
た

結
果
、「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た

来
た
い
」と
い
っ
た
声
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
参
加
者
と
の
出
会
い
を
通

し
て
、
自
分
た
ち
自
身
も
相
島

の
良
さ
を
再
発
見
で
き
た
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
原
稿
を
見
ず
に
説

明
す
る
力
や
時
間
配
分
な
ど
、

今
後
へ
の
課
題
も
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
生

徒
は「
周
り
を
見
な
が
ら
み
ん

な
を
ま
と
め
る
こ
と
の
難
し
さ

を
感
じ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

相
島
へ
の
愛
着
と
地
域
へ
の

誇
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
後
輩
た
ち
に
思
い

が
受
け
継
が
れ
、
相
島
の
魅
力

を
発
信
す
る
活
動
が
続
い
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

真の勝利をめざして

会場が一体となった「新宮音頭」

相島の歴史を島の内外に伝える


